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は
じ
め
に

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通
り
、
日

本
の
農
業
形
態
は
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
昭
和
35
年
の
全
国
農
業

就
業
人
口
は
１
４
５
４
万
人
、
水

稲
作
付
け
面
積
は
３
１
２
万
ha

あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
27
年
に

は
農
業
人
口
は
２
１
０
万
人
ま

で
減
少
し
、
総
作
付
け
面
積
は

１
５
０
万
ha
と
半
減
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
戸
あ
た
り
平
均
作

付
面
積
は
55
ａ
か
ら
１
２
０
ａ
へ

と
倍
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表

１
に
よ
る
と
５
ha
以
上
の
水
田
を

経
営
す
る
農
家
数
は
９
万
人
と
全

体
の
約
４
・
４
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
栽
培
面
積
は
全
体
の

宮
城
県
遠
田
郡
美
里
町

安
部  

陽
一
さ
ん

想
い
を
胸
に
、
50 

ha
の
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
栽
培

大
規
模
経
営
の
自
然
農
法
に
よ
る

安
定
経
営
技
術
の
ポ
イ
ン
ト

作付経営体数
（経営体）

作付面積
（ha）

全国合計 952,292 100% 1,312,013 100%

規  

模  

別 

0.5ha 未満 381,575 40.1% 111,702 8.5%

0.5 ～ 1ha 279,693 29.4% 193,276 14.7%

1 ～ 2ha 159,732 16.8% 220,613 16.8%

2 ～ 3ha 50,555 5.3% 122,272 9.3%

3 ～ 5ha 37,734 4.0% 143,892 11.0%

5 ～ 10ha 26,175 2.7% 180,637 13.8%

10 ～ 15ha 8,017 0.8% 98,010 7.5%

15ha 以上 8,811 0.9% 241,611 18.4%

表１　販売目的の水稲作付経営体数と作付面積

農林水産省「2015 年農林業センサス」

39
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
現
在
、
農
業
者
の
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
に
伴
う
農
業
就

農
者
数
の
減
少
に
よ
る
農
業
の
大

規
模
化
促
進
が
叫
ば
れ
て
い
る
根

拠
の
一
つ
で
す
。

　

今
回
、
ご
紹
介
す
る
安
部
陽
一

さ
ん
は
、
宮
城
県
遠
田
郡
美
里
町

で
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
約
46

ha
の

大
面
積
水
稲
栽
培
と
４
ha
の
転
作

大
豆
栽
培
の
計
50

ha
（
圃
場
枚
数

95
枚
、
平
均
約
50
ａ
／
枚
）
を
経

営
し
て
い
ま
す
。
自
然
農
法
歴
は

27
年
、
水
稲
平
均
反
収
は
約
８
俵

で
す
。
大
規
模
だ
か
ら
、
自
分
と

は
違
う
と
か
、
参
考
に
な
ら
な
い

と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
安
部

さ
ん
は
有
機･

自
然
農
法
米
を
求

「
有
機
農
業･

自
然
農
法
産
農
産
物
を
で
き
る
限
り
多
く
の
人
に
届
け
た
い
」

家族一丸となって大規模生産から加工・出荷まで行う
左から安部陽一さん、妻光枝さん、長男陽介さん
従業員の大内俊太郎さん、次女美佐さん
POCKET MARCHE「カネサオーガニック味噌工房」ページより
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図１　米の生産コストと所得

注：生産コスト＝資本利子・地代全額算入生産費、所得＝粗収益－（物財費＋雇用労働費＋支払利子＋支払地代）
※粗収益には助成額は含まれていない。

財務省「財政制度分科会（平成 29 年 10 月 17 日開催）資料」

5ha 以上で生産コストが横ばいになり所得は増加し始めるが、 一般的に有機農業の場合は、
除草コスト増と反収の低下により大規模化のメリットを活かしにくいと考えられている。

め
る
消
費
者
の
要
望
に
応
え
、
供

給
で
き
る
よ
う
に
、
試
行
錯
誤
を

続
け
、
時
間
を
か
け
て
面
積
を
拡

大
し
な
が
ら
、
ど
う
す
れ
ば
有
機

農
業
や
自
然
農
法
で
大
規
模
経
営

が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
実
践
し

て
き
ま
し
た
。
自
然
農
法
に
取
り

組
み
は
じ
め
て
か
ら
大
規
模
化
に

至
る
経
緯
や
考
え
方
、
実
際
的
な

理
論
は
、
規
模
に
関
係
な
く
参
考

に
で
き
ま
す
し
、
ま
た
、
地
域
に

有
機
農
業
・
自
然
農
法
を
拡
げ
る

際
の
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
平
成
27
年
度
の
有
機
Ｊ

Ａ
Ｓ
認
定
圃
場
（
水
田
）
を
合
計

す
る
と
２
８
６
３
ha
と
な
り
、
そ

の
１
・
６
％
が
安
部
さ
ん
の
水
田

と
な
り
ま
す
。

安部さんの水田
この圃場は合計 10ha
あり、この場所から
1km 先まで安部さん
が栽培している

安部さんの大豆畑
4ha の大豆もすべて
有機 JAS 認証圃場で
生産
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安
部
さ
ん
が
住
む
美
里
町
は
、

奥
羽
山
系
を
源
と
す
る
鳴
瀬
川
、

江
合
川
が
町
内
を
貫
流
し
て
い
る

大
崎
平
野
に
あ
り
、
仙
台
市
か
ら

お
よ
そ
40
㎞
北
に
位
置
し
、
面
積

の
70
％
を
占
め
る
農
業
が
基
幹
産

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
部
さ
ん

の
圃
場
が
あ
る
地
域
は
標
高
５

ｍ
、
地
下
水
位
が
高
い
主
に
泥
炭

土
に
分
類
さ
れ
る
土
壌
で
す
（
他

に
黒
泥
土
、
細
粒
グ
ラ
イ
土
が
分

布
し
て
い
ま
す
）。

　

安
部
さ
ん
は
も
と
も
と
土
木
業

を
営
み
、
有
機
農
業
を
始
め
る
前

は
兼
業
農
家
で
慣
行
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
長
男
の
陽
介
さ

ん
が
生
ま
れ
て
、
ア
ト
ピ
ー
に
か

か
っ
た
と
き
に
、
少
し
で
も
良
い

も
の
を
長
男
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ

た
い
と
の
想
い
か
ら
無
農
薬
栽
培

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
栽
培

期
間
中
の
深
水
管
理
に
よ
る
雑
草

の
管
理
が
う
ま
く
で
き
た
た
め
、

次
の
年
か
ら
自
然
農
法
に
取
り
組

む
面
積
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
後
も
作
業
効
率
を
考
え

て
、
基
盤
整
備
事
業
で
面
積
が
ま

と
ま
っ
た
圃
場
か
ら
有
機
栽
培
に

転
換
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
慣

行
栽
培
か
ら
切
り
替
え
た
雑
草
の

少
な
い
水
田
で
も
、
油
断
せ
ず
に

埋
土
種
子
を
増
や
さ
な
い
よ
う
な

除
草
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
本

職
の
土
木
業
の
機
材
を
活
用
し
て
、

雑
草
が
生
え
に
く
く
な
る
水
田
環

境
づ
く
り
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

息
子
の
陽
介
さ
ん
は
農
業
経
営
学

を
学
ん
で
、
体
力
の
い
る
歩
行
型

の
除
草
作
業
や
約
８
０
０
０
袋
の

籾
す
り
を
は
じ
め
徐
々
に
責
任
を

持
っ
た
作
業
分
担
を
す
る
こ
と
で
、

専
業
農
家
と
し
て
陽
一
さ
ん
と
陽

介
さ
ん
の
二
人
三
脚
で
水
稲
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
然
農
法
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

今年の有機農業・自然農法技術交流会で
受入農家として圃場説明を行う陽介さん
東北各地から参加者が集まり、熱心な意
見交換が行われた



自然農法 vol.79　2018.10                                                            

27

安
部
さ
ん
の
稲
作
技
術
の
特
徴

　

安
部
さ
ん
は
「
省
力
化
を
一
生

懸
命
考
え
て
試
行
錯
誤
し
て
き
た

ら
、
た
ま
た
ま
よ
く
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
謙
遜
し
ま
す
が
、

安
部
さ
ん
が
稲
作
作
業
で
力
を
入

れ
て
い
る
の
は
、「
そ
の
土
地
（
風

土
）
に
合
わ
せ
て
イ
ネ
が
健
康
に

育
つ
水
田
環
境
を
用
意
す
る
こ
と
」

と
「
健
康
な
苗
を
用
意
す
る
こ
と
」

の
２
点
で
す
。
適
期
に
田
植
え
を

し
て
深
水
管
理
を
徹
底
し
、
減
収

す
る
ほ
ど
で
は
な
い
雑
草
の
少
な

い
水
田
に
も
、
ガ
ス
抜
き
を
か
ね

て
乗
用
除
草
機
を
入
れ
ま
す
。
一

部
の
草
の
多
い
水
田
に
は
徹
底
し

て
歩
行
型
除
草
や
手
取
り
除
草
を

し
て
雑
草
が
少
な
く
な
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

理
想
の
水
田
状
態
（
土
壌
構
造
）
を
作
る

　

安
部
さ
ん
は
、
①
弾
丸
暗
渠
で

排
水
性
を
確
保
し
、
耕
畜
連
携
と

二
山
耕
起
で
稲
わ
ら
の
分
解
を
進

め
、
②
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
で
均

平
化
を
図
り
、
③
ア
ッ
プ
カ
ッ
ト

ロ
ー
タ
リ
ー
で
有
機
物
を
表
層
に

集
め
て
、
④
乗
用
除
草
機
を
駆
使

し
て
ト
ロ
ト
ロ
層
形
成
促
進
と
ガ

安部さんの圃場では、 稲わらを散らさず、
畜産業者との協働で堆肥化させる

畝立てで土の乾燥を促すことにより、塊茎雑
草繁殖を抑え、稲わら分解を進める二山耕起

　

以
下
に
安
部
さ
ん
の
水
稲
栽
培

の
方
法
を
説
明
し
ま
す
が
、
田
植

え
ま
で
に
で
き
る
こ
と
を
徹
底
し

て
行
い
、
結
果
的
に
雑
草
が
少
な

く
て
手
の
か
か
ら
な
い
水
田
の
状

態
（
土
壌
構
造
）
に
な
る
よ
う
に
、

水
田
の
状
況
に
合
わ
せ
て
作
業
を

工
夫
す
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

ス
抜
き
を
行
う
一
連
の
流
れ
で
、

イ
ネ
が
健
全
に
育
ち
、
雑
草
が
お

と
な
し
い
水
田
土
壌
環
境
を
作
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
土
壌
構
造
は
、

表
面
２
㎝
に
未
熟
な
有
機
物
が
集

ま
っ
た
ト
ロ
ト
ロ
層
が
あ
り
、
10

㎝
く
ら
い
下
の
均
平
な
す
き
床
ま

で
は
、
未
熟
な
有
機
物
が
な
い
ボ

ソ
ボ
ソ
層
が
あ
り
、
還
元
化
し
た

す
き
床
層
の
下
は
冬
の
間
に
酸
化

し
た
下
層
土
が
で
き
て
い
ま
す

（
図
２
）。

　

美
里
町
は
冬
期
降
水
量
が
少
な

く
乾
燥
す
る
気
候
で
す
が
、
地
下

水
位
の
高
い
泥
炭
土
水
田
で
あ
る

た
め
、
刈
り
取
っ
た
稲
わ
ら
は
水

田
に
残
し
て
畜
産
業
者
に
引
き

図２　安部さんの水田の土壌構造の模式図
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　田植え約３週間後の５月末の水田では、カブトエビが非常に多く
発生し（写真Ａ）、圃場によってはホタルイが大量に浮いている（写
真Ｂ）。ホタルイをよく見ると、根が茶色くなって委縮し、中には
黒い根も散見された（写真Ｃ）。また、地表面には発達したトロト
ロ層が見られ、酸素の少ない還元色となっていた（写真Ｄ）。
　収穫時には、圃場の外周からはホタルイは２株しか見つからず、
他の雑草もほとんどなくなっていた。土壌断面を観ると堆肥やイネ
株の残骸は見られず、二山耕起により分解が進み寒冷地域にもかか
わらず、未分解の稲わらなどは全くみつけられなかった。
　アップカットロータリーにより細かな土が表面に集められ、赤く
酸化した地表面のすぐ内側に青い還元層のあるトロトロ層が形成さ
れ（写真Ｅ破線部）、トロトロ層下には赤く酸化的なボソボソ層を
形成していた。また、表層から 10cm程度のところに 5cmの厚み
で青くなったすき床層があり、その下はまた赤い酸化層のゴロ土が
あってきれいに層に分かれていた（写真Ｆ破線部）。これは収穫後
に弾丸暗渠を 1.5m間隔で、毎年入れることによって、すき床の下
の層が酸化する効果が表れていると思われた（前ページ図２）。
　今回、長期湛水や有機物田面施用等ができないような大規模栽培
においても、トロトロ層とボソボソ層、すき床層、下層土からなる
水田土壌構造が発達している事例が見られた。これは均平化や排水
性などの圃場整備とともに、適切な耕耘、適期の機械除草等の一連
の耕種管理が理想的な土壌構造をつくり、水持ちや水はけを適正に
し、酸化還元状態を整え、イネの健全生育を促し、草を抑えること
ができたものと思われる。

安部さんの圃場の抑草状況と土壌構造の観察

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ＥＦ

Ⓔ表面に赤色（酸化
鉄の色）の中に青い
部 分（ 還 元 鉄 の 色 ）
が含まれるトロトロ
層があり、
Ⓕその下に赤色のボ
ソボソ層、青いすき
床層と続き、さらに
その下は赤色の下層
土が見られる、非常
にわかりやすい事例

（前ページ図２参照）
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取
っ
て
も
ら
い
、弾
丸
暗
渠
を
１
・

５
ｍ
間
隔
で
施
工
し
て
水
田
の
乾

燥
を
進
め
ま
す
。
そ
の
後
、
前
述

の
畜
産
業
者
に
牛
糞
20
ｔ
に
対
し

て
米
ぬ
か
を
５
０
０
～
６
０
０
㎏

混
ぜ
て
熟
成
発
酵
さ
せ
た
堆
肥
を

１
ｔ
／
10
ａ
散
布
し
て
も
ら
い
ま

す
。
栽
培
面
積
が
大
き
い
関
係
で

収
穫
直
後
の
耕
起
作
業
が
し
に
く

く
、
冬
期
の
稲
わ
ら
分
解
が
進
み

に
く
い
状
況
（
11
～
４
月
間
の
平

均
気
温
が
５
℃
以
下
）に
お
い
て
、

前
記
の
よ
う
な
地
域
の
有
機
物
循

環
も
意
識
し
た
農
畜
連
携
に
よ
る

稲
わ
ら
の
有
効
活
用
は
、
異
常
還

元
を
抑
え
る
方
法
と
し
て
も
効
果

的
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
ロ
ー

タ
リ
ー
耕
耘
を
し
て
か
ら
、
耕
起

深
度
５
～
７
㎝
で
二
山
耕
起
を
し

ま
す
。
冬
の
あ
い
だ
に
山
を
切
り

返
し
て
、
残
っ
た
稲
株
と
堆
肥
を

土
に
な
じ
ま
せ
な
が
ら
、
塊
茎
雑

草
の
繁
殖
を
抑
制
し
ま
す
。

　

４
月
に
再
度
二
山
耕
起
を
行

い
、
４
月
中
旬
に
自
家
製
の
ペ

レ
ッ
ト
状
の
ボ
カ
シ
を
30
㎏
／
10

ａ
と
有
機
ア
グ
レ
ッ
ト
50
㎏
／
10

ａ
と
合
わ
せ
て
施
用
し
ま
す
。
そ

の
後
、
表
層
５
㎝
の
深
さ
で
ア
ッ

プ
カ
ッ
ト
ロ
ー
タ
リ
ー
を
か
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
表
層
に
細
か
な

土
と
有
機
物
が
と
ど
ま
り
、
下
層

に
は
粗
い
土
が
集
ま
り
や
す
く
な

り
ま
す
（
図
３
）。
入
水
代
か
き

後
、
未
分
解
の
有
機
物
は
地
表
約

２
㎝
に
集
ま
っ
て
、
温
度
の
上
昇

と
共
に
分
解
し
ト
ロ
ト
ロ
層
を
つ

く
り
、
ホ
タ
ル
イ
等
の
雑
草
の
発

芽
を
抑
制
し
た
り
、
根
や
け
さ
せ

る
こ
と
で
、
カ
ブ
ト
エ
ビ
や
乗
用

除
草
機
に
よ
る
除
草
効
果
が
高
ま

る
現
象
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
に
よ
く
乾
い
た
圃
場
は
入
水
後

に
カ
ブ
ト
エ
ビ
が
特
に
大
発
生
し

抑
草
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

安
部
さ
ん
は
田
植
え
後
の
ボ
カ

シ
適
期
散
布
に
代
わ
る
方
法
と
し

て
田
植
え
前
施
用
を
行
い
ま
す
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
未
熟
有
機

物
施
用
は
イ
ネ
苗
を
あ
る
程
度
傷

め
ま
す
が
、
抑
草
効
果
の
代
償
と

割
り
切
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

で
き
る
だ
け
イ
ネ
苗
に
影
響
が
出

な
い
よ
う
に
、
健
苗
を
植
え
る
た

め
の
育
苗
と
、
雑
草
が
生
え
て
い

な
い
水
田
に
も
除
草
機
を
入
れ
ガ

ス
抜
き
を
す
る
と
と
も
に
ト
ロ
ト

ロ
層
の
形
成
を
促
す
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
容
易
に
機
械
除
草
を
２
～
３

回
行
え
る
よ
う
に
、
水
田
は
く
る

ぶ
し
以
上
に
埋
ま
ら
な
い
深
さ
に

耕
し
、
田
植
え
後
に
田
靴
に
泥
が

着
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

機
械
作
業
の
効
率
を
良
く
す
る
目

安
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

健
康
な
苗
を
用
意
す
る
こ
と

　

安
部
さ
ん
が
育
苗
す
る
箱
数
は

１
万
枚
以
上
に
な
り
、
そ
の
す
べ

て
が
有
機
苗
で
す
。
46

ha
を
ス

ム
ー
ズ
に
田
植
え
す
る
に
は
、
苗

を
選
ん
で
い
る
時
間
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
全
て
の
苗
を
田
植
え
直

後
か
ら
深
水
管
理
に
耐
え
ら
れ
る

立
派
な
苗
に
揃
え
る
た
め
、
温
度

管
理
に
重
点
を
お
い
て
育
苗
方
法

を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ノ
コ
栽
培
で
の
温
度
管
理
の

経
験
を
踏
ま
え
て
、
水
稲
育
苗
ハ

ウ
ス
に
は
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
、

日
中
は
23
～
24
℃
に
、
初
期
の
夜

温
は
15
℃
に
設
定
し
ま
す
。
発
芽

後
に
シ
ー
ト
を
取
り
、
播
種
後
８

日
目
に
は
水
を
箱
の
上
ま
で
入
れ
、

最
低
温
度
を
10
℃
に
変
更
し
ま
す
。

有
機
育
苗
の
場
合
は
水
を
常
時
た

め
て
乾
か
さ
な
い
こ
と
と
、
最
低

温
度
以
下
に
し
な
い
こ
と
が
ム
レ

苗
な
ど
を
防
ぐ
大
前
提
で
あ
り
、

他
に
も
適
切
な
栄
養
状
態
を
保
ち
、

病
原
菌
が
繁
殖
し
に
く
い
湿
度
状

態
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

図 ３　 ア ッ プ カ ッ ト ロ ー タ リ ー に よ る、
粗 い 土 の 上 に 細 か い 土 が 乗 る 二
層耕起のイメージ図

「クボタ営農ナビ」より

真っ白なルートマットが印象的な
安部さんの苗
毎年 46ha 分、1 万枚以上を育苗
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除
草
の
実
際

　

安
部
さ
ん
の
圃
場
で
は
、
乗
用

除
草
機
の
み
で
除
草
を
済
ま
せ
る

圃
場
が
面
積
割
合
で
約
７
割
、
こ

れ
に
歩
行
型
除
草
機
を
組
み
合
わ

せ
る
圃
場
が
約
２
割
、
さ
ら
に
手

除
草
を
加
え
る
必
要
の
あ
る
圃
場

が
約
１
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
除
草
は
、苗
が
活
着
し
、

地
温･

水
温
が
上
が
っ
て
き
た
５

月
19
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
の
約

40
日
の
間
に
機
械
除
草
を
行
い
ま

し
た
。
実
際
は
、
１
回
目
に
陽
一

さ
ん
が
８
条
の
キ
ュ
ウ
ホ
ー
を
つ

け
た
乗
用
除
草
機
で
10
ａ
あ
た
り

15
分
程
度
の
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
走

行
し
て
い
き
ま
す
。
水
田
間
の
移

動
や
休
み
な
ど
余
裕
を
見
て
も
20

日
の
う
ち
に
46

ha
全
部
の
水
田
に

１
回
は
入
る
こ
と
が
で
き
、
実
際

に
は
34
日
で
全
体
を
２
回
は
除
草

や
ガ
ス
抜
き
し
て
い
ま
す
。
水
田

の
状
況
に
応
じ
て
、
一
部
は
み
の

る
産
業
の
８
条
水
田
駆
動
除
草
機

を
活
用
し
ま
す
。

　

雑
草
が
多
い
全
体
の
約
３
割

15

ha
程
度
は
、
乗
用
除
草
機
に
加

え
て
陽
介
さ
ん
が
和
同
産
業
製
の

歩
行
型
除
草
機
で
し
っ
か
り
株
も

と
近
く
ま
で
除
草
し
ま
す
。
こ
の

機
械
で
は
10
ａ
あ
た
り
約
１
時
間

の
除
草
が
可
能
で
、
こ
の
15

ha
を

34
日
間
（
７
時
間
／
日
）
か
け
て

除
草
し
た
場
合
、
約
１
・
６
時
間

／
10
ａ
と
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
全
体
の
９
割
の

水
田
除
草
は
こ
れ
ら
の
機
械
除
草

だ
け
で
終
了
し
ま
す
。

　

残
り
１
割
程
度
の
機
械
除
草
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
ほ
ど
雑
草

の
で
る
水
田
は
、
雇
用
労
働
者
を

含
め
て
３
名
で
手
除
草
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
転
換
間
も
な
い
水

田
や
水
管
理
が
う
ま
く
い
か
な
い

水
田
を
中
心
に
約
５
ha
あ
り
ま
す
。

実
際
に
は
機
械
除
草
を
終
え
た
６

月
28
日
か
ら
７
月
７
日
の
う
ち
の

７
日
間
は
手
除
草
を
、
８
月
17
日

か
ら
９
月
14
日
の
う
ち
の
24
日
間

は
ヒ
エ
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
５

ha
あ
た
り
計
31
日
間
（
６
時
間
／

日
）
を
３
名
で
除
草
を
し
た
と
し

て
、
延
べ
５
５
８
時
間
相
当
の
手

除
草
作
業
（
平
均
11
・
２
時
間
／

10
ａ
）
と
な
り
、
機
械
除
草
時
間

と
合
計
し
て
平
均
13
・
３
時
間
／

10
ａ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
雑
草

の
埋
土
種
子
量
を
減
ら
す
た
め
に

徹
底
し
て
い
ま
す
（
図
４
）。

　

以
上
か
ら
、
合
計
の
除
草
時
間

は
延
べ
１
０
３
４
時
間
・
人
で
、

全
面
積
の
平
均
は
２
・
２
時
間
／

10
ａ
と
な
り
ま
す
。
平
成
15
年
度

の
全
国
の
有
機
水
稲
栽
培
の
平
均

除
草
時
間
が
約
10
時
間
／
10
ａ
と

い
う
調
査
結
果
に
比
べ
る
と
、
安

部
さ
ん
の
経
営
全
面
積
の
平
均
除

草
時
間
は
全
国
平
均
の
約
２
割
に

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
部
さ
ん
の
除
草
時
間
削
減
の

要
点
は
、
収
穫
後
か
ら
田
植
え
ま

で
の
期
間
に
、
イ
ネ
が
健
康
に
育

ち
雑
草
が
お
と
な
し
く
な
る
よ
う

な
有
機
物
の
施
用
方
法
や
耕
耘
方

法
と
、
機
械
化
に
耐
え
ら
れ
る
水

田
環
境
（
土
壌
構
造
）
づ
く
り
を

両
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。

雑
草
が
増
え
る
水
田
は
畑
転
換

　

新
し
く
借
り
た
水
田
は
、
均
平

化
な
ど
水
田
環
境
を
で
き
る
だ
け

整
え
、
初
期
除
草
を
徹
底
し
ま

す
。
そ
れ
で
も
抑
え
き
れ
な
い
場

合
や
年
々
雑
草
が
増
え
て
く
る
水

田
は
、
大
豆
に
転
作
し
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー

で
均
平
化
を
図
り
、
３
月
に
ま
ず

麦
を
播
き
、
飼
料
用
と
し
て
６
月

に
ロ
ー
ル
で
出
荷
し
ま
す
。
そ
の

後
、
６
月
末
か
ら
７
月
頭
に
大
豆

（
味
噌
用
は
ミ
ヤ
ギ
シ
ロ
メ
）
を

播
種
し
、
７
月
中
か
ら
８
月
中
に

逆
転
培
土
を
３
回
行
う
こ
と
に
よ

陽一さんが操るのはキュウホーを搭載した乗用除草機
10a を約 15 分で回り、全水田面積 46ha を 2 回除草する

息 子 の 陽 介 さ ん は、
乗用除草機では取り
切れないような雑草
の 多 い 場 所 に 入 り、
株間除草を徹底する
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時期 作業内容

11 月 16 日頃 弾丸暗渠施工、
牛糞堆肥 1t/10a 施用、耕耘

12 月 22 日頃 二山耕起
3 月 22 日頃 二山耕起崩し
4 月 10 日頃 二山耕起

4 月 13 日頃 有機アグレット（50kg/10a）、
ボカシペレット（30kg/10a）施用

4 月 19 日頃 アップカットロータリー耕
4 月 30 日～ 5 月 8 日頃 代かき
5 月 2 ～ 12 日 田植え

5 月 19 日～ 6 月 27 日 乗用除草機（2 回）、
必要に応じて歩行型除草機

6 月 28 日～ 7 月 7 日 手取り除草
8 月 17 日～ 9 月 14 日 ヒエ取り
9 月下旬 収穫

表２　安部さんの水稲栽培（主な管理作業）

り
、
抑
草
で
き
、
大
豆
も
順
調
に
育

ち
ま
す
。
大
豆
作
は
２
年
２
作
が
基

本
で
、
水
田
に
戻
す
時
に
は
無
施
肥

で
水
稲
を
栽
培
し
ま
す
。

将
来
の
目
標
・
抱
負

新
規
の
販
路
開
拓

　

安
部
さ
ん
が
農
業
経
営
を
安
定
さ

せ
る
上
で
最
も
重
視
し
て
き
た
の

は
、
新
規
の
販
路
の
開
拓
で
す
。
従

来
の
「
農
家
は
作
る
ま
で
が
仕
事
」

と
い
う
固
定
概
念
か
ら
脱
し
、
農
家

自
ら
が
商
品
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
し

消
費
者
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
、
販
売
先

を
増
や
し
て
か
ら
面
積
を
拡
大
し
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
の
主
な
大
口
出
荷
先
は
Ｊ

Ａ
、
株
式
会
社
瑞
雲
、
株
式
会
社
種

人
ク
ラ
ブ
な
ど
で
す
。
ま
た
Ｊ
Ａ
を

通
し
て
パ
ル
シ
ス
テ
ム
（
株
式
会
社

ジ
ー
ピ
ー
エ
ス
）
へ
の
出
荷
や
Ｊ
Ａ

タ
ウ
ン
（
通
販
サ
イ
ト
）
に
も
出
品

し
て
い
ま
す
。
ま
た
直
接
消
費
者
と

の
関
わ
り
も
持
ち
、
年
間
４
回
パ
ル

シ
ス
テ
ム
の
お
客
さ
ん
20
～
30
名
を

受
け
入
れ
て
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
大
豆
は
Ｊ
Ａ
を
通
し
て
埼
玉
両

国
屋
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
奥
様
の
光
代
さ
ん
が
中
心
に

図４　安部さんの水稲圃場の除草時間配分
約 ９ 割 の 圃 場 が ２ 種 類 の 機 械 除 草 の み で 済 む よ う に 育
土・耕耘を徹底し、手除草は一部に集中させている。

な
っ
て
企
画
・
製
造
を
担
当
す

る
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
対
応
の
カ
ネ

サ
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
味
噌
工
房
が

２
０
１
４
年
３
月
に
完
成
し
、

同
年
12
月
に
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

自
家
産
の
有
機
大
豆
を
加
工
原

料
と
し
て
、
２
０
１
５
年
11
月

か
ら
自
家
製
造
の
味
噌
の
販
売

を
開
始
す
る
と
共
に
、
味
噌
造
り
で

使
う
麹
や
甘
酒
の
販
売
も
始
め
て
い

ま
す
。
全
て
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

後
継
者
の
抱
負

　

昨
今
の
農
業
情
勢
で
は
後
継
者
不

足
と
従
事
者
の
高
齢
化
が
問
題
視
さ

れ
、
息
子
の
陽
介
さ
ん
自
身
、
同
年

代
の
就
農
者
が
少
な
い
事
を
日
々
痛

感
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
中
山

間
地
で
自
給
的
に
行
っ
て
い
る
農
業

者
か
ら
大
規
模
経
営
ま
で
、
今
後
日

本
の
農
業
基
盤
を
支
え
る
で
あ
ろ
う

若
い
世
代
の
農
家
同
士
が
情
報
交
換

し
な
が
ら
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
も
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
勉
強

会
な
ど
に
積
極
的
に
出
か
け
、
次
世

代
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
榊
原
健
太
朗
）　

中干し、稲刈り時の様子
省力化を図りながらも、翌
年以降を見越してできるだ
け雑草を残さないように努
めている

カネサオーガニック味噌工房の自家製加工食品
POCKET MARCHE「カネサオーガニック味噌工房」ページより


